
   

一
月
二
二
日
か
ら
三
泊
四
日
で
沖
縄
旅
行
に
三
人
で
行
っ
た
。
暖
か

い
は
ず
の
沖
縄
も
今
期
最
低
の
気
温
、
風
邪
が
強
く
て
寒
か
っ
た
。
磯

野
さ
ん
が
名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
取
り
、
現
地
の
方
の
案
内

で
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。 

 

沖
縄
三
日
目
に
つ
い
に
辺
野
古
に
行
っ
た
。
一
回
目
の
座
り
込
み
は

九
時
前
か
ら
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
に
皆
さ
ん
が
椅

子
を
並
べ
て
座
り
込
ん
だ
。
初
め
て
だ
っ
た
の
で
そ
こ
が
ど
ん
な
場
所
か

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ふ
と
振
り
返
る
と
微
動
だ
に
し
な
い
警
備
員
が

私
た
ち
の
後
ろ
に
ぎ
っ
し
り
詰
め
て
立
っ
て
い
た
。
ゲ
ー
ト
前
を
開
け
る

よ
う
に
呼
び
か
け
る
警
備
員
。
全
く
無
視
し
て
こ
ち
ら
は
歌
っ
た
り
演

説
し
た
り
し
て
集
会
を
続
け
る
。
九
時
に
な
る
と
沖
縄
県
警
の
警
察

官
が
立
ち
の
く
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
み
ん
な
無
視
し
て
座
っ
て
い
る

と
、
機
動
隊
三
人
組
で
座
り
込
み
の
人
を
一
人
ず
つ
抱
え
あ
げ
て
ゲ

ー
ト
前
か
ら
連
れ
出
し
て
行
く
。
強
制
撤
去
。
隣
の
磯
野
さ
ん
が
抱
え

ら
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
た
。
胸
が
高
鳴
る
。
「
立
っ
て
歩
い
て
行
か
れ
ま

す
か
？
」
に
「
ハ
イ
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
（
緑
色
の
幌
）
が
開
け
ら
れ

た
。
土
砂
や
石
を
積
ん
だ
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
五
〇
台
が
延
々
と
続
い
て

入
っ
て
い
く
。
そ
の
間
二
五
分
。
私
た
ち
は
ゲ
ー
ト
横
で
プ
ラ
ス
タ
ー
を

掲
げ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
な
ぜ
か
涙
が
込
み
上
げ
て
き
た
。 

   

座
り
込
み
が
終
わ
る
と
テ
ン
ト
に
帰
っ
て
、
甘
酒
を
頂
い
た
。
全
国

各
地
か
ら
の
応
援
者
の
挨
拶
。
岡
山
・
埼
玉
・
愛
知
・
鳥
取
な
ど
。
大
学

を
１
年
間
休
学
し
て
詰
め
て
き
て
い
る
と
い
う
学
生
さ
ん
二
人
。
私
た

ち
広
島
三
人
組
も
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ 

て
一
言
ず
つ
挨
拶
し
た
。 

帰
り
道
、
埋
め
立
て
ら
れ
る
大
浦
湾 

を
高
台
か
ら
眺
め
た
。
広
い
。
サ
ン
ゴ
礁 

の
広
が
る
綺
麗
な
こ
の
海
が
無
く
な
っ
て 

し
ま
う
。 

自
然
を
壊
す
な
と
叫
び
た
い
。
県
民 

の
総
意
を
無
視
し
て
の
国
の
代
執
行
、 

絶
対
許
せ
な
い
。
怒
り
が
込
み
上
げ
て 

き
た
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新基地建設反対名護共同センター ニュース 

〒９０５－００１１ 沖縄県名護市宮里４４７－２０ 丸平第２アパート１０２号 TEL０９８－０５４－８５５５ Eメール nago.kyodoc@bird.ocn.ne.jp 
郵便振込口座番号０１７１０－０－１６６２２１ 加入者名・新基地建設反対名護共同センター           ２０２４・２・９（金） ４４７号 

  

  

軍事費に流れる国民の税金を被災地の人々に 

第
四
〇
回
県
民
大
行
動
に

約
八
五
〇
人 

 

照
屋
義
美
副
知
事
も
参
加
し
、
デ
ニ
ー

知
事
が
全
国
の
人
た
ち
に
考
え
て
も
ら

う
た
め
に
、
身
を
粉
に
し
て
「
ト
ー
ク
キ

ヤ
ラ
バ
ン
」を
行
っ
て
い
る
と
強
調
。
「
辺
野

古
問
題
は
国
民
全
体
の
問
題
。
共
に
頑
張

っ
て
行
こ
う
」
と
全
国
と
の
連
帯
を
強
く

よ
び
か
け
ま
し
た
。 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
糸
数
慶
子
共
同

代
表
は
「
政
府
は
沖
縄
の
声
を
聞
か
ず
、

完
成
見
込
み
が
な
い
工
事
を
す
す
め
て
い

る
」
と
国
民
の
税
金
の
無
駄
遣
い
を
強
く

批
判
し
ま
し
た
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
教
授
二
人
が
参

加
さ
れ
、
「
長
年
に
わ
た
り
忍
耐
強
く
抵

抗
運
動
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
た
」
と
話
し
、
抵
抗
運
動
に
お
い
て

「
問
題
に
関
わ
る
人
々
の
三
・
五
％
が
運

動
に
参
加
す
れ
ば
止
め
ら
れ
る
。
」
と
い

う
米
研
究
者
の
デ
ー
タ 

を
踏
ま
え
運
動
に
関
わ 

る
人
を
増
や
し
て
い
く 

こ
と
が
重
要
だ
と
語
り 

ま
し
た
。 

岸田内閣は、昨年１２月に安保関連

３文書を、国会論議なし、国民に信を

問うことなく閣議決定しました。この３文

書はこれまでの日本国の安全保障政

策を大転換する、いわゆる専守防衛

をかなぐり捨て、米国と一緒に戦争を

する国への大転換であり、憲法９条に

違反するものであり、許されません。 

 また、この３文書は、沖縄を含む南

西諸島の自衛隊の強化（沖縄の自衛

隊第１５旅団を「師団」に格上げ、スタ

ンドオフミサイルをはじめ、弾薬、誘導

弾を増やし、保管する火薬庫を整備。

米軍の火薬庫の共同使用も検討）を

掲げています。 

 その具体化が、沖縄市池原への陸

自補給拠点（基地）建設の問題です。 

沖縄市、弾薬庫建設反対の取り組み  前川盛治 

  
２０２３年１月に沖縄防衛局長が沖縄市長

に計画を説明しています。 

説明された計画の内容は、「自衛隊の

活動に必要な弾薬や燃料、築城資材など

の補給品を備蓄・管理する。今後隊庁舎

や火薬庫、倉庫、燃料施設などを整備す

る予定。備蓄する弾薬の種類は現在検討

中」でした。ミサイルの保管庫は隠されて

います。 

 説明後、桑江市長は「安全保障上の問

題は国の専権事項。私が拒否するとか容

認する立場にはない」とコメントしていま

す。その後議会では「必要である（容認）」

と答弁しています。許されません。 

この土地の賃貸借契約書には使用目

的は「訓練地」とあり、「弾薬庫建設」は契

約に反します。また、この土地は「沖縄市

有地７２％」であり、市長は「容認しな

い」権利があります。 

その後、２０２３年８月に防衛省は、

「弾薬庫、施設、隊庁舎など整備費

として２３億円を支出する」と公表して

います。沖縄市民は、「弾薬庫等建

設に反対する沖縄市民の会」を立ち

上げ、市長への抗議、市民集会、現

地調査、うるま市等との共同行動な

どを取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

名
護
市
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
に

抗
議
す
る
県
民
大

行
動
が
、
二
月
三

日
（
土
）
に
オ
ー
ル

沖
縄
会
議
主
催
で

辺
野
古
の
米
軍
キ

ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ

ー
ト
前
で
開
催
、
約

八
五
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

広
島
か
ら
辺
野
古
の
応
援
に
来
ま
し
た 


